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2025年度委員会活動スタート

　５月19日に開催された通常総会で委員会の活動計

画案が承認され、７月から各委員会の活動がスタート

した。委員会では行政機関との意見交換も積極的に行

い、産業界の声が施策に反映されるよう働きかけてま

いります。産業界を取り巻く環境は依然厳しい状況に

ありますが、今年度の活動方針「共創領域の拡大によ

る価値創造」のもと、委員会活動を通じて会員企業同

士の連携も強化しながら活動を進めてまいります。

明日の滋賀を創造する委員会（７月２日）
当会副会長・委員長：髙橋 康之
� （髙橋金属㈱代表取締役社長）
　第１部では、2028年の県立高専開校に向け、高専

開設準備局から準備状況について説明があった。４月

から準備教員７名のもと、カリキュラム編成に取り掛

かっている。また、学校施設概要については全景イメー

ジ図が提示され、地域から誇りと愛着を持たれるキャ

ンパスを目指し今後工事が進められていく。

　第２部では（一社）環びわ湖大学・地域コンソーシア

ム 事務局長 近藤茂生氏から「滋賀県における理系人材

育成について」と題し講演いただいた。県内で理系学部

をもつ６つの大学では、主に県内の小中高生を対象に

昨年度から「理系人材育成体験プログラム」を実施。今

年度は51プログラム、約6100名の参加を計画している。

環境委員会（７月８日） 
当会副会長・委員長：上月 嘉継
� （パナソニック㈱くらしアプライアンス社 常務）
　第１部では、委員会に所属する２社から取組事例紹

介があった。まず、関西電力㈱滋賀支社 理事 滋賀支

社長 大西健太郎氏から「ゼロカーボンに向けた関西電

力の取組み」と題し、ゼロカーボン火力発電や水素混

焼発電実証などについて説明いただいた。また、大阪・

関西万博に電力事業連合会が出展しているパビリオン

「電力館 可能性のタマゴたち」についても紹介があっ

た。次に、大阪ガス㈱滋賀事業所 滋賀地区支配人 米

田吉克氏から「Daigasグループ カーボンニュートラ

ルに向けた取組み」と題し、メタネーション技術によっ

て生み出される「e-メタン」、INPEX長岡における実

証状況などについて説明いただいた。また、万博に日

本ガス協会が出展している「ガスパビリオン おばけワ

ンダーランド」についても紹介があった。

　第２部では、滋賀県琵琶湖環境部と総合企画部CO2

ネットゼロ推進課と意見交換を実施。「CO2ネットゼロ社

会づくりに向けた取組み」、「循環型経済の取組み」、「滋賀

の生物多様性保全」について説明があった。委員からは

地域生物多様性増進法や発表があった３つの取組をどの

ようにリンクして進めて行くかなど質問があった。

技術委員会（７月16日）
当会副会長・委員長：�髙津 真一
� （旭化成㈱ 守山製造所 理事守山製造所長）
　技術講演会を実施した。まず、㈱PRO-SEED 代表

取締役社長 青栁孝幸氏からDXソリューション事例の

紹介」と題し、製造現場にあるPLC、HMI（タッチパ

ネル）が属するコントローラー層を、MES とSCADA 

を導入する事によりDX化することができるなど、具

体的な事例を交えて説明があった。次に、NTT西日

本㈱ 滋賀支店長 若林宣公氏から「次世代ネットワー

クIOWN APN （アイオン オールフォトニクス・ネッ

トワーク）の大阪・関西万博とAIの関わりについて」

と題し、情報通信において今後課題となるデータ量の

増加、消費電力の増加、ネットワークの遅延などにつ

いてIOWNが注目されていると説明があった。 また、

万博に出展されている「NTTパビリオン」についても

紹介があった。

労働政策委員会（８月５日）
当会副会長・委員長：清水 雄二
� （東レ㈱滋賀事業場 常任理事滋賀事業場長）
　第１部では、（公財）産業雇用安定センター（愛称：
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滋賀魅力体験ウィーク開催!!
（テーマ：Mother Lake Goals（MLGs） 開催期間：８月27日〜９月１日（後期））

　９月１日、関西パビリオン多目的エリアで開催された滋賀魅力体験ウィーク

に行ってきました。当日は、会員企業である㈱アインズがブースを構え、環境

対応型インキ「eLinks」などをPRされていた。その他、観光キャンペーン「いこ

うぜ♪滋賀・びわ湖」の紹介など滋賀県の魅力を発信していた。

　シグネチャーパビリオン「Better Co-Being」では、㈱村田製作所がパビリオ

ン提供用に開発されたデバイスで、歩みを導くような感覚をもたらす「ふしぎ

な石ころ“echorb（エコーブ）”」。を体験した。

　４月12日に開幕した大阪・関西万博2025は、残すところ半月（閉幕10月13

日）となりました。是非、会場へ足をお運びください。

ジョブ産雇）　滋賀事業所所長　高原清光氏から「ベテ

ラン人材活用編」と題し、センターを活用された５社

の事例をもとに人材確保のポイントを説明いただいた。

　第２部では、滋賀労働局長 多和田治彦氏をはじめ

幹部の方と意見交換を行った。まず、雇用環境・均等

室から、「賃上げ」支援助成金パッケージ、育児・介護

休業法の改正など、労働基準部からは職場における熱

中症による労働災害発生状況、労働安全衛生規則の改

正など、職業安定部からは県内の雇用情勢、外国人労

働者対策や育成就労制度の概要、障害者法定雇用率の

改正への対応など、それぞれ説明いただいた。委員か

らは、職業訓練等を実施している施設は都市部に集中

しており地方では従業員に訓練を受けさせることがで

きない、熱中症について男女差はあるのか等の質問が

あった。

経営委員会（８月７日）
当会副会長・委員長：磯田 隆雄
� （湖国精工㈱ 取締役会長）
　特別オープン事業として米国関税措置に関する講演

会を実施。「米国トランプ政権の通商政策に日本企業は

どう向きあうのか」と題し（独法）日本貿易振興機構

（JETRO）調査部米州課長 伊藤実佐子氏から講演をい

ただいた。詳細は次項の通りです。

　次に、大阪で「学生が選ぶ働きがいのある企業賞」を

受賞された㈱友安製作所 担当執行役員　松尾泰貴氏

から「世界中の人々の人生に彩を」と題し講演いただい

た。ものづくりの現場を見せる取組みとして「こうば

はまちのエンターテインメント」を合言葉に地域の企

業91社と地域が連携してオープンファクトリーを実

施。地域との関係が「工場＝危ない場所」から「工場＝

すごい・楽しい・ワクワクする場所」に変化。地域の

アイデンティティを後に継ぐため、ものづくりの世界

を次世代に知ってもらい、まち、ひと、こうばを元気

にする活動を進めている。
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 経営委員会特別講演会  ８月７日開催

演題演題  米国トランプ政権の通商政策に日本企業はどう向き合うか米国トランプ政権の通商政策に日本企業はどう向き合うか
�� 講師　講師　日本貿易振興機構（ジェトロ）調査部米州課　日本貿易振興機構（ジェトロ）調査部米州課　伊藤 実佐子伊藤 実佐子

１．トランプ政権の関税政策
　トランプ大統領は、日本との関税協議で合意に至
り、日本の相互関税率を当初の25％から15％に引
き下げる旨の大統領令を発表しました。併せて、
1962年通商拡大法232条に基づく自動車・同部品
に対する25%の追加関税は、既存の関税率を含めて
15%に引き下げられることになります。しかし、鉄
鋼・アルミ製品には50%の追加関税が課され、銅の
半製品・派生品にも８月１日から50%の追加関税が
発動されるなど、品目別の追加関税措置が次々と発
動されています。
　また、カナダやメキシコに対しては、不法移民や
違法麻薬対策の不備を理由に国際緊急経済権限法

（IEEPA）に基づく追加関税が課され、カナダへの関
税率は８月１日から35%に引き上げられました。
　さらに、トランプ政権は今後も追加関税を交渉の
ツールとして利用する可能性が高く、半導体、医薬
品、重要鉱物などの分野でも232条に基づく調査が
開始されています。

２．関税政策の日本企業への影響と展望
　日本から米国への輸出品目は、機械機器が全体の
約４分の３を占めており、特に乗用車が輸出の３割
と主要品目となっています。このため、自動車・同
部品の関税動向は日本企業にとって非常に重要です。
　現在、多くの日本企業が関税措置の影響を緩和す
るため、価格転嫁やサプライチェーンの見直しを検

討しています。しかし、在米企
業からは、サプライチェーンの
移管には数年かかるため、トラ
ンプ政権下で大規模な生産・調
達拠点の変更は難しいとの見方が示されています。
　このような状況に対応するため、ジェトロは経済
産業省と共同で関税相談窓口を設置し、これまでに
2,600件を超える問い合わせが寄せられています。
相談内容の大半は、自社製品が関税措置の対象にな
るか、また何%の関税が適用されるかといった情報
不足や複雑さに起因するものとなっています。
　トランプ政権の政策とその見通しは引き続き不確
実性が高く、正確な情報を収集することが重要にな
ります。
　米国のビジネス環境は良好であり、日本企業に
とって米国は引き続き重要なビジネスパートナーで
あるため、中長期的な事業戦略を練っていくことが
必要です。
　講演会参加者を対象としてアンケートでは、「役に
立った」と回答した企業が77.8%、「まあ役に立った」
が22.2%と有益な内容であったとの評価となりまし
た。主な理由としては、「報道だけでは見えてこない
情報に触れることができた」、「冷静で論理的な分
析」、「マスコミで発信されている情報とは違う現実

（生の話）を聞くことができた」といった意見があり
ました。

新入会員　紙上ご紹介

当社は彦根市に本社を置くバルブメーカーです。1963年に創業し、汎用バルブから特種用途バルブまで、幅広い
製品を彦根工場、中国・大連工場、ベトナム・ハノイ工場で生産し国内外に販売しています。「私たちのビジネス活
動を通じて、現在と未来の地球に貢献する」を理念に、建築設備、水処理、石油化学、機械装置、発電所、製鐵所、
航空機といった市場分野で社会インフラを縁の下で支えて参ります。
まだまだ未熟ではございますが、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

代表者氏名
およびお役職

代表取締役社長

　中川 陽介
所在地 滋賀県彦根市小泉町155-9

TEL 0749-22-4545

業　　種 製造業 FAX 0749-26-1785

資 本 金 2,250万円 E-mail yn@showavalve.co.jp

従業員数 200名（子会社含む） URL https://www.showavalve.co.jp

株式会社昭和バルブ製作所

※講演の当日時点での情報に基づきます
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25年 障がい者雇用促進セミナー開催
2025年９月２日（火）

　米原市役所３階 会議室において企業担当者や支援

機関、教育関係者など52名を迎え、「障がい者雇用促

進セミナー」が開催された。県内養護学校の進路指導

の状況や障害者雇用を積極的に行っている企業からの

事例紹介を通して、障害者雇用に関する知見を深める

場となった。また、前年度好評であった意見交換会で

は、今年度はグループワークを行い、グループでまと

めた内容を支援機関の方にご意見をいただいた。情報

を共有する中で、企業として障害者との関わり方や向

き合い方などを考える時間となった。

第１部　県下の養護学校における進路指導について

　滋賀県立長浜養護学校・進路指導部部長　松田 紘

一 氏による、「滋賀県下の養護学校の進路指導の実際」

と題してご講演いただいた。県内養護学校の就労への

基本的な流れや就労に向けた在学中に身に付けておき

たい力など学校での取り組みを通して説明があった。

第２部　障がい者雇用の事例紹介

　ヤンマーシンビオシス株式会社 滋賀事業部 事業部

長　太田 光典 氏に「障害者の戦力化」と題して、事例

紹介とご講演いただいた。業務の切り出し方や事務内

容の細分化などの工夫について、環境の整備や手順の

明確化など社内で取り組まれている具体案を通して紹

介をいただいた。また、職域開発・定着に向けて「障害」

ではなく、「人」を見ることで、適切な注意や支援がで

きること。また働くことへの意義・意欲について、目

標やスキルアップについても、会社全体で共有や内容

の設定など障害者雇用に関わる内容について、実例を

交えて知ることのできる機会となった。

第３部 「意見交換会」

　グループにわかれて障害者雇用に関する困りごとや

聞きたい事をテーマに意見交換会を行った。今回は各

グループで意見をまとめ、発表するグループワーク形

式で取り組んだ。たいへん活発な意見交換が行われる

グループもあり、各社障害者雇用に関する関心の高さ

を感じた。各グループから出た質問をあせんぶるおー

る田附様よりアドバイスのまとめを頂く場面では、メ

モを取る方もおられ、充実した共有の時間となった。

第４部　定着に向けた支援について

　社会福祉法人あせんぶるおーる管理者　田附 希 氏

から「定着に向けた支援について」と題して、職場の環

境調整や就労の定着等に関して取り組まれている事業

や自立に向けた支援体制について講演をいただいた。

　参加者アンケートの集計からは、多くの方から講演、

意見交流共に「満足」の回答をいただくことができた。

特に意見交換会に対する前向きな感想をいただくこと

ができた。協会としてもセミナーの開催にとどまらず、

県内養護学校・障害者雇用を積極的に取り組まれてい

る企業の見学会や精神・発達障害者の定着に向けた事

例の紹介など、多方面から障害者雇用に向けてのアプ

ローチを計画し、共生社会の実現につながるように努

めていきたい。

【お知らせ】 甲良養護学校見学会
日時：10月14日（火） 10：00～12：30
場所：滋賀県立甲良養護学校
内容：�県内養護学校の見学会を実施します。当日は

学習風景の見学と川相商事㈱倉場氏を講師に
障害者雇用相談援助についてご説
明いただきます。

詳しくは二次元コードをご参照ください。
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滋賀県最低賃金 過去最大63円の引上げ
10月5日から1,080円に

　滋賀県の地域別最低賃金が現行の1,017円から63
円引上げ1,080円となります。10月５日に発効します。
　滋賀県の事業場で働くすべての労働者（正社員、契
約社員、パート、アルバイト等の呼称に関わらず）に
適用されますので、会員各位におかれましては確実な
対応をお願いいたします。次頁に滋賀県以外の状況に
ついても掲載していますので、ご確認ください。
　注）�最低賃金の対象となる賃金には、時間外・休日・

深夜手当、１か月を超える期間ごとに支払われ
る賃金（賞与など）、臨時に支払われる賃金（結婚
手当など）、精皆勤手当、通勤手当、家族手当は
含まれません。

●�2025年の地域別最低賃金の審議・決定の
経過

　最低賃金は都道府県ごとの地方最低賃金審議会で審
議し、滋賀労働局長に答申し、滋賀労働局長が決定し
ます。同審議会は、公益・労働者・使用者 各5名、計
15名の委員で構成されています。
　滋賀地方最低賃金審議会の審議に先立ち、全国的な
バランスに配慮するための参考として中央最低賃金審
議会から引上げ額の“目安”が示されることになってお
り、今年の滋賀県の目安63円が示されました。この
金額は過去最高であり、引上げ率は消費者物価の上昇
率や春季賃上げ率の調査結果を上回るものでした。
　滋賀地方最低賃金審議会において、使用者側は、成
長と分配の好循環の実現に向け賃上げは必要であり、
また消費者物価の上昇が続く現状もよく認識している
が、最低賃金の急激な引上げは労働雇用、経営への影
響が大きく慎重な議論が必要であること、特に中小企
業がおかれている厳しい経営環境を十分に踏まえるべ
きことを主張し、滋賀県あるいは全国のさまざまな経
済指標を参考に慎重かつ丁寧に議論を行いました。
　目安をさらに上回る引上げを主張する労働者側との
主張の隔たりは大きく、今年は予定を超える回数の審
議を行いましたが、それでも労使の意見は一致せず、
最終的に公益の提案により目安と同じ63円引上げ、
1,080円の案で採決をとり、賛成多数（使用者側の一
部と労働者側全員は反対）で決定しました。
　なお、審議会の答申には、中小企業・小規模事業者
に対するより一層の実効性ある支援の拡充、経営支援
の強化などの要望事項が付されました。

●2025年のトピックス、今後の課題
　政府は最低賃金の目標として「2020年代に全国平
均1,500円」を掲げており、今年は食料を筆頭に消費
者物価の上昇も大きく、高い“目安”が示されました。
他県の状況をみると、その目安を超える引上げとした
道府県が多くあります。来年以降も政府目標が最低賃
金の審議に大きな影響を与えることが予想されます。
　また、発効日は、例年ほとんどの都道府県で10月
でしたが、今年は11月以降としている道府県が多く
なっています。滋賀県においても検討していくべき課
題だと認識しています。
　2025年改定後の滋賀県の最低賃金1,080円は全国
12位の水準であり、決して低い水準ではありません。
さらに今後も引上げが継続すると想定され、行政の支援
策も有効に活用して生産性向上、価格転嫁交渉の一層
の強化、付加価値の向上などに取り組む必要があります。

●特定（産業別）最低賃金の改定
　最低賃金には、都道府県ごとの地域別最低賃金と特
定（産業別）最低賃金の２種類あり、10月５日に発効す
るのは地域別の最低賃金です。「窯業・土石」「一般機
械」「精密・電気」「自動車」、これら４つの産業の特定

（産業別）最低賃金の改定は９月下旬から審議が始まり
ます。（発効日は未定）
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滋賀事務所
〒520-0051　大津市梅林 1-3-10　滋賀ビル 6階
TEL 077-526-3991　　FAX 077-526-2761

都道府県 地域別最低賃金の改定状況
時間額  単位：円

都道府県 2024年 2025年
（予定）

引上げ額 引上げ率 発効予定日 都道府県 2024年 2025年
（予定）

引上げ額 引上げ率 発効予定日

埼玉 1,078 1,141 63 5.84% 2025/11/01 奈良 986 1,051 65 6.59% 2025/11/16

千葉 1,076 1,140 64 5.95% 2025/10/03 和歌山 980 1,045 65 6.63% 2025/11/01

東京 1,163 1,226 63 5.42% 2025/10/03 島根 962 1,033 71 7.38% 2025/11/17

目安 神奈川 1,162 1,225 63 5.42% 2025/10/04 岡山 982 1,047 65 6.62% 2025/12/01

63円 愛知 1,077 1,140 63 5.85% 2025/10/18 広島 1,020 1,085 65 6.37% 2025/11/01

大阪 1,114 1,177 63 5.66% 2025/10/16 目安 山口 979 1,043 64 6.54% 2025/10/16

北海道 1,010 1,075 65 6.44% 2025/10/04 63円 徳島 980
宮城 973 1,038 65 6.68% 2025/10/04 香川 970 1,036 66 6.80% 2025/10/18

福島 955 愛媛 956
茨城 1,005 1,074 69 6.87% 2025/10/12 福岡 992 1,057 65 6.55% 2025/11/16

栃木 1,004 1,068 64 6.37% 2025/10/01 青森 953 1,029 76 7.97% 2025/11/21

群馬 985 1,063 78 7.92% 2026/03/01 岩手 952 1,031 79 8.30% 2025/12/01

新潟 985 1,050 65 6.60% 2025/10/02 秋田 951 1,031 80 8.41% 2026/03/31

富山 998 1,062 64 6.41% 2025/10/12 山形 955
石川 984 1,054 70 7.11% 2025/10/08 鳥取 957 1,030 73 7.63% 2025/10/04

目安 福井 984 1,053 69 7.01% 2025/10/08 高知 952 1,023 71 7.46% 2025/12/01

63円 山梨 988 1,052 64 6.48% 2025/12/01 佐賀 956 1,030 74 7.74% 2025/11/21

長野 998 1,061 63 6.31% 2025/10/03 長崎 953
岐阜 1,001 1,065 64 6.39% 2025/10/18 熊本 952
静岡 1,034 1,097 63 6.09% 2025/11/01 大分 954
三重 1,023 1,087 64 6.26% 2025/11/21 宮崎 952 1,023 71 7.46% 2025/11/16

滋賀 1,017 1,080 63 6.19% 2025/10/05 鹿児島 953 1,026 73 7.66% 2025/11/01

京都 1,058 1,122 64 6.05% 2025/11/21 沖縄 952 1,023 71 7.46% 2025/12/01

1,121 66 6.26% ー兵庫 1,052 1,116 64 6.08% 2025/10/04 全国加重平均 1,055

ランク
A

ランク
B

ランク
B

ランク
C

目安
64円

1,033 78 8.17% 2026/01/01

1,046 66 6.73% 2026/01/01

1,033 77 8.05% 2025/12/01

1,032 77 8.06% 2025/12/23

1,031 78 8.18% 2025/12/01

1,034 82 8.61% 2026/01/01

1,035 81 8.49% 2026/01/01
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令和７年（2025年）春季労使交渉妥結状況
１．一般社団法人日本経済団体連合会 調査

　経団連が、2025年８月28日に「2025年春季労使交渉・中小企業業種別妥結結果（最終集計）」を公表しました。

製造業平均は妥結額12,718円・アップ率4.57％、非製造業平均は妥結額11,006円・アップ率4.05％となりま

した。全産業平均は11,999円・アップ率4.35％となり、２年連続で「引上げ額１万円超・アップ率４％超」とな

りました。
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令和７年（2025年）新規学校卒業者決定初任給
滋賀経済産業協会 調査

　令和７年の新規学校卒業者の初任給について、上昇率は最低2.59％～最高7.29％となっており、若手人材を確

保すべく引き続き大幅な初任給の上昇となっています。

２．滋賀経済産業協会 調査

　会員企業へのアンケート調査では、令和７年の春季労使交渉妥結状況について、製造業では妥結金額13,052円

で前年比＋418円・アップ率は4.40％、非製造業では妥結金額10,377円で前年比＋3,334円・アップ率3.62％

であった。全産業平均では妥結金額12,467円・アップ率4.23％となり、経団連の調査同様、２年連続で「引上げ

額１万円超・アップ率4％超」となりました。

◆◆◆労働実務相談室のご案内◆◆◆
　相談内容は秘密厳守し、相談料は無料です。お気軽にご相談下さい。

■相 談 日：�毎月１回（原則第４水曜日 （14：00～16：00） 祝日の場合は木曜日）
■弁 護 士：アクシス法律事務所　置田 文夫 氏
■会　　場：滋賀経済産業協会内　＜コラボしが21 ５階＞
　※相談予約は、必ず２日前に事務局までお申込下さい。（TEL：０７７-５２６-３５７５）

無料
相談
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わたSHIGA輝く国スポ・障スポ広報誌「シャイン!!」第９

号（最終号）を発行しました。

わたSHIGA輝く国スポ・障スポPR大使“西川貴教さん”の

インタビューをはじめ、観戦を楽しむ方法や、競技紹介

ページなどを掲載していますのでぜひ御覧ください。

WEB版はコチラ▶

大会HP

SNSもチェック!!
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究
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実
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で
き
る
企
業
に

現
場
の
衛
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作
業
効
率
を
不
織
布
で
支
え
る
！

株式会社 橋本クロス
産業用ワイプ、フィル
ター、医療用品など多
岐にわたる不織布製品
を製造・販売。ニーズ
に応じたカスタマイズ
製品の開発や、環境配
慮型の製品開発にも
注力しています。 代表取締役社長 橋本　樹

滋賀県長浜市南浜町976
TEL：0749-72-3160
https://www.hashimoto-cloth.com

同じ30枚入り！コン
パクトな備蓄用
マスク（手前）
やリユース
可能な製
品を開発。

博士でもある橋本社長。
先日、大学との研究成果が
アメリカの科学雑誌に掲載
されました。
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い
と
思
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ま
す
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株式会社 橋本クロス
HASHIMOTO CLOTH

接着剤不使用、オーガニッ
クコットン100%、リサイク
ル素材使用など、環境にや
さしい製品作りにもこだ
わっています。

フィルターを引き出し、マグネットで固定！

ケース裏面はマグネットで取付け簡単！

※

国
立
研
究
開
発
法
人 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

※

マスク・医療用製品

ウェットワイパー油液吸収製品

本社外観 ベトナム工場

ワイピング
クロス

2025年9月25日№260 しが経産協ニュース

（10）



※有効求人数、有効求人求職者数は季節調整値を使用
■有効求人数　　■有効求職者数　　　■　有効求人倍率　　　■　正社員求人倍率
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＜10月の主な行事予定＞事 務 局 だ よ り
会 議 名 開 催 日

関西経協専務理事会議 10月 １日（水）
品質保証研究会 10月 ２日（木）

製造業のあらゆる業務を支える
生成AI活用セミナー 10月 ３日（金）

立命館大学見学会 10月 ７日（火）
わたSHIGA輝く国スポ・総合閉会式

10月 ８日（水）
滋賀地方安全衛生大会

未来のチャレンジャー育成研究会
株式会社オーケーエム 10月 ９日（木）

IoTの基礎を学ぶ研究会 10月10日（金）
障がい雇用促進セミナー

甲良養護学校見学会 10月14日（火）

滋賀県高等学校等進路指導研究会就職部会 10月15日（水）

会 議 名 開 催 日
滋賀県新技術・新工法合同商談会

in 近畿圏内大手・中堅企業 10月17日（金）

人活×人事・労務研究会 10月17日（金）
社会人が習得すべき必須スキルⅡ

10月21日（火）
第３回 産業ひとづくり協議会

定例ゴルフコンペ
（ジャパンエースゴルフ倶楽部） 10月23日（木）

わたSHIGA輝く障スポ・開会式 10月25日（土）
わたSHIGA輝く障スポ・閉会式 10月27日（月）

共創型リーダー育成研究会 10月28日（火）

電気系保全実践セミナー 10月28日（火）
　 ～30日（木）

あさって塾　４団体若手経営者合同交流会 10月28日（火）
現場見学研究会　山科精器株式会社 10月29日（水）
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●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷


